
おもしろ算数 245 (小５年生） 
 

（このページは、直接入力できません。 そのまま見るか、印刷してもらって使ってね‼） 

小学校５年生の みなさん、こんにちは。 

おもしろ算数 245 は、「単位量当たりの大きさ」の問題です。 

【問題】 

 

 

 

 

 

 

【自分の考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 

 １６ｍの重さが４８㎏の鉄の板があります。 

① この鉄の板 ２０ｍの重さは何ｇでしょうか。 

② この鉄の板 ９６㎏の長さは何ｍでしょうか。 



 

答え． ① ６０㎏        ② ３２ｍ      

 

 

    ①について、 

    はじめに、１ｍあたりの重さを求めます。 

         ４８（㎏）÷１６（ｍ）＝３（㎏） 

         この鉄の板は、１ｍあたり３㎏になっていることが分かります。 

 

    つぎに、 ２０ｍの重さを求めるのだから、 

         ３（㎏）×２０（ｍ）＝６０（㎏）    

    だから、 答え．２０ｍの重さは、６０㎏になります。 

 

 

    ②について、 

    はじめに、１㎏あたりの長さを求めます。               

                      １ 

         １６（ｍ）÷４８（㎏）＝ ３ （ｍ） 

                      １ 

         この鉄の板は、１㎏あたり ３ ｍ になっていることが分かります。 

 

    つぎに、 ９６㎏の長さを求めるのだから、 

         １ 

         ３ （ｍ）×９６（㎏）＝３２（ｍ） 

    だから、 答え．９６㎏の長さは、３２ｍになります。 

 

 

※上の①、②では、単位量当たりの大きさの考えを使って、単位量を求めてから計算しました。 

 しかし、違う方法でも答えを求めることができます。問題を解くときには、みなさんが最もやりやすい方法で 

考えればいいとおもいます。いろいろと試してみて下さいね。 


